
アスム療育・研修センター 研修会申込票 

申込先ＦＡＸ番号 ０２２４-８７-８２２１ 
申込から 1 週間以内にお振込下さい。振込を確認した時点で受付となり、ご希望された連絡先への通知で受付完了となります。 

「自閉症支援実践コース」（定員：各１５名） 
※実践コース４、５の日時につきましては、秋・冬の部として別途ご案内致します。 

会 場：仙 都 会 館（仙台市青葉区中央二丁目 2-10） 

講 師：片瀬 道 （総合療育コンサルタント・臨床心理士) 

宮本 孝子（総合療育コンサルタント・臨床心理士) 

※受講する箇所に「○」をつけてください 

 
実践コース１：気になる子支援 

２０１７年６月２５日（日） １０：００～１５：００ 受講料：１２，０００円 

 
実践コース２：ユニバーサルデザインを学ぼう 

２０１７年８月 ６日（日） １３：３０～１６：３０ 受講料：９，０００円 

 
実践コース３：保護者支援・「親との共同」 

２０１７年９月２３日（土） １３：３０～１６：３０ 受講料：９，０００円 

 

ふりがな  

住 所 

〒□□□―□□□□ 

氏 名  

電話番号  

所 属 

○でお囲み下さい 保護者 支援者 関係者 その他 

 

FAX 番号  

Ｅメール 

※受付の連絡方法を E メールでご希望の方は、必ずご記入下さい。 

 

受付完了 

連絡方法 

○でお囲み下さい 

TEL・FAX・メール・その他（     ） 
振込名義 

※申込者と名義が異なる方は、必ずご記入ください。 

お客様よりお預かりした個人情報は、アスム療育・研修センターからのご連絡・ご案内・各種資料の送付に利用させていただきます。また、これらの個人情報はご提供いただく際の目的以外では使用いたしません。 

申込方法について 
₅ψʺFAXϘθψEЮ˔иπ ΜθΰϘβʻs Ш˔ЭЧ˔ЅΤϣϜ ₅ΜθιΪϘβʻx ₅Τϣ 1 ḧӟ τΣ ₅ϙϬΣḻΜΜθΰϘβʻ ₅Ϭᶎ ΰθⱲ π ρσϤʺṜ∏ΜθιΜθ

ϒχ ϬϜμο ḁ ρσϤϘβʻs ỲΤϣ 3ְỘ ϬᵃΧοϜ Ỳḁ χ Υ ΤσΜ ›ψʺ Ϙπέזּ ΨιήΜʻx ΥσΜ ›ʺ ϬΜθΰϘδϭχπέ ӪΨι

ήΜʻFAXχ ›ʺάκϣχᾆ ᵓ ₅ τ ⱧṜέϬ‮ χ ʺΣ ΰ₅ϙΨιήΜʻЮ˔иχ ›ʺinfotop@aasem-center.netτ ⱧϬ‮ ΰοΨιήΜʻὯ τψʺˮ ᾆ ᵓ ₅˯ρΣ

ΦΨιήΜʻ τψʺˮ „℅ ˯̋ˮ♃ ˢώϤΥσˣ˯ʺˮ ˯̋ˮ ˯̋ˮ ˯ϬṜ∏ΰοΨιήΜʻϘθʺ ρי₅ּ ₅ ṰΥӰσϥ ψʺ γˮ ₅ Ṱ˯ϬṜ∏ΰοΨιήΜʻ „

ψʺỴ“ ₅ ΜχϙρήδοΜθιΦϘβʻs ᵓ πχΣ◦ Μψʺ ΜθΰϘδϭʻx ₅ψʺᵫ℗ χ ᶎ Ϙπ ΜθΰϘβʻ ʺᾆ χ ᶊ Σ◓ήϘχ ψΣ ϤήδοΜ

θιΜοΣϤϘβʻ ϛέ ΨιήΜʻϺарЈиτνΜοʺ ᾆ ΣϢόІЪАЕ „χ ›ψᵫ℗ 3 Ϙπχ τᾢϤ ỲΜθΰϘβʻ „ήϦϥ τνΦϘΰοψʺ 1ᵕᵫ℗

3 Ϙπχ τᾢϤ Ỳ ᴂρήδοΜθιΦϘβχπέ ӪᴞήΜʻ „ χ ϺарЈиχ ›τνΦϘΰοϜʺ χ › ʺ▪ᶛχ ỲψπΦΤφϘβχπέ ᴞήΜʻ Ỳ

︣ ψʺ₯ΰԏΤδοΜθιΦϘβχπέ ᴞήΜʻ 

お振込先：七十七銀行 槻木支店(804) 普通 9101888 株式会社アスム療育・研修センター 

株式会社アスム療育・研修センター 
宮城県柴田郡柴田町槻木上町 1-1-71  

TEL 0224-87-8220 FAX 0224-87-8221 

infotop@aasem-center.net 

http://www.aasem-center.com/ 
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アスム 自閉症 

会 場・定 員・受講料 

ᵓ ʿ ᵓḬˢ ◕ Ỹ ״ 2-10ˣ 

 Ԍʿ͍͑ ˢ ԌτσϤⱳ ρσϤϘβˣ 

„ ʿם Ѐ˔І 1 ͍͎ʼ͌͌͌ד 

ם     Ѐ˔І 2  ͕ʼ͌͌͌ד 

ם Ѐ˔І 3  ͕ʼ͌͌͌ד 

 

日 時 

ם Ѐ˔І 1 2017 6Ὦ 25 ˢ ˣ10ʿ00˙15ʿ00 

ם Ѐ˔І 2 2017 8Ὦ  6 ˢ ˣ13ʿ30˙16ʿ30 

ם Ѐ˔І 3 2017 9Ὦ 23 ˢ ˣ13ʿ30˙16ʿ30 

ם̞ Ѐ˔І͐ʺ͑χ ⱲτνΦϘΰοψʺ ʾ χ ρΰο έӛ

ΰϘβʻ 

講 師 

  ˢ › ӾЀрЂиЌрЕʾ ●ˣ 

ẋ  Ὺ◓ˢ › ӾЀрЂиЌрЕʾ Ӿ●ˣ 

̞AASEM ФкТϴАЄдЗи 

お問い合わせ 

ᶴ꜠ᵓּזϯІЭ Ӿʾᾆ ЈрЌ˔ 

  0224-87-8220 ͖͛ͭ 0224-87-8221 

Ю˔и infoto p@aasem-center.net 

 

“Ṯοכ ξᾛ ς ֱξΤϣ

כˬ ˭Ϫ ςλΨϣˀ 
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子

親

地域支援者

気になる子が“やる気になる子”に変身！事例持込型研修会！ 
 

教室や健診の場でもよく聞かれる「気になる子」。気になる子をどうとらえるか。その方法がわかるようになります。と

らえ方がわかると支援が見えてきます。課題解決の視点が自分のものになります。担当するお子さんの問題・課題を持ち

寄って検討します。お子さんの何が気になるのか…そこに焦点を当て、背景を探り、支援を考えます。あなたの周りに気

になるお子さんがいる方、事例をお持ちください。大歓迎です。事例をお持ちでない方も大歓迎です。他の受講生の事例

から大いに学ぶことが出来ます。保育・教育関係の方々、保護者の皆様、保健師さん等にもうってつけの研修です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育・教育におけるユニバーサルデザイン。お子さんにも親にも先生にも、

みんなのためのユニバーサルデザイン！ 
 

統合保育、特別支援教育に向けてだけではなく、生活の様々なシーンに役

立つ考え方。「人の集まるところにユニバーサルデザインあり！」誰もが 

分かりやすく使いやすい物や環境を作るための考え方であるユニバーサル

デザインが学べます。お子さんも親も支援者も、誰もが安心できる環境の

中で自信を持ちイキイキとした生活を送るための考え方とスキルが身につ

きます。 

 

親との葛藤は支援者が誰でも一度は通る道。でもそこを超えないと現場の

支援が滞る。アスム流ロールプレイで親との共同を学ぶ！ 
 

いま現場からは子どもへの支援に苦慮しているというだけでなく、保護者

の方々に協力を求めたり子どもの姿を伝えようとしてもうまくいかないと

いう声が多数寄せられています。支援というと妙に力がはいってしまう、

そんな声さえあります。この研修では親支援のポイントを知り、明日から

でも使えるスキルが身につきます。講義と演習・ロールプレイでリアルな

親支援を学びます。親支援とは何か、親とより良い関係を築き、親との共

同をどうしたら進められるのか、臨床心理士ならではの親支援に関する講

義と演習。ホットで贅沢な時間を提供します。 

 
 

 

  

ΘϢδΜξρΡκζБ˒ЩΡϡꜙ ςי◘ ᴤὥυБ˒Щϖξʸᾛ ξ ςρϣ Ϫᾕ ˀ 
πϤϪ ϫξϚʸ Ρϡυ◘יΣ ΤΦ ϧϣˀ 

 

 

„ ◖  ᵒ 

 

片瀬 道 

総合療育コンサルタント/臨床心理士 
(AASEM 認定プロフェッショナル) 

 
˔ϯϸДЬזּ ᾆ̒ πΚϤϯІЭʾיּ ϯϸДЬ˔Ϭ

ᶧβϥρρϜτʺẋ ᾉễӾ ʺẋ ᾉ◓ςϜ ›ЈрЌ˔

ʺᶆ πχᾆ „◖Ϭ ϛϥʻᾉ ᵰχ Ӿ Τϣ ☼

ʺΚϥΜψ ᶘ ᵰכ◦ ᴪρΰο ῲΨЀрЂиГ

˔Єдрτ ΰΦʺᴪ  Ϝ“Ξʻכ◦יּכ◦ϘπϬḯϛθכ◦

 

宮本 孝子 

総合療育コンサルタント/保育士 

(AASEM 認定プロフェッショナル) 

 
זּ Ӿ ʻ̔̀ ᵲⱪ ☼ה ︠ ◙ Ԍʾ ễה ʾ Ӿ

︠ ϬὊοʺ Ӿ χ ρΰοᾤיּ Ӿʾ Ͻи˔Ф Ӿ

Ϭ ΰοΜϥʻ Ϭ ♪ΰ ᾤ̋ ᴟΰθꜛ ІЧϼЕжЭ

Ӿχם ρρϜτ ῐּיϒχ◦כϜ“μοΣϤʺᴪ Τϣχ

ϜῡΜʻϘθʺם τ₢₯ΰθᾆ χὊᾓϜ ⱱνʻ 

 

ªθϟκοήζῪ ¸ξ◑πϚφ ϧϣˀ 
υἅי◘ ρᶖϊϪ ắΚζήϖΰˀ 

―Π

Π
講義

χ

χכ◦
演習

„ Τϣχ  

ʾṓτσϥ◓ϒχῬ Ϟ Ӿ●ρΰοχꜛ χ χΚϤ ϬᶘϐάρΥπΦθʻ 

ʾᾆ Ϭ ΪοΜϥΞκτʺꜛ πψςΞΰϢΞΤσρⱳˑτϱЮ˔ЅΥ Τϭιʻ 

ʾгИН˔ЂиДЃϱрϬ μοϙϭστϩΤϤϞβΜễעξΨϤϬ ΥΪϢΞρ◘Ξʻ 

ʾ ρΰΦ›Ξχτζϭσ―Π ΥΚμθχΤρ₈Ϙπχꜛ Ϭ Ϥ μθʻ 

ʾ χ ρΰοк˔иФйϱϬβϥάρπʺ χṓⱱκΥ ΰϩΤμθṓΥΰθʻ 

“Ṯοכ ξἅ ςᶖϑϣΡϡʸᾛ ςⱬθṏϢϜΰΚˀ 

ϭЄЫυכ Ͼ˒Єξˬכ ˭Ϫ ςλΨϣˀ 

講 座 内 容 

実践コース１：気になる子支援  
 Ⱳʿ͎͍͓͌ ͒Ὦ͎͑ ˢ ˣ͍͌ʿ͌͌˙͍͑ʿ͌͌ 

„ Ṱʿ ʾ ʾ ΥΜ χ◓ςϜθκʺṓτσϥ◓χ◦כ 

ʿ ם χ ʺᵔὨτΰΪοʺζχṓτσϥκϡμρΰθῬ  

„ ◖ʿ  ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ ●ˣ̋ ẋ  Ὺ◓ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ Ӿ●ˣ 

 

実践コース２：ユニバーサルデザインを学ぼう 
 Ⱳʿ͎͍͓͌ ͔Ὦ ͒ ˢ ˣ͍͏ʿ͏͌˙͍͒ʿ͏͌ 

„ ṰʿгИН˔ЂиДЃϱрχ―Π  

ʿϩΤϤϞβΜḕẽϞḩϩϤ ם χם∑ ˙ᴯἋχễעʾ ᶨχԁ Ϭ ʾϙϭσπ―Πʺϙϭσπ⌠ϧΞ˙ 

„ ◖ʿ  ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ ●ˣ̋ ẋ  Ὺ◓ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ Ӿ●ˣ 

 

実践コース３：自閉症支援における保護者支援・「親との共同」 
 Ⱳʿ͎͍͓͌ ͕Ὦ͎͏ ˢ ˣ͍͏ʿ͏͌˙͍͒ʿ͏͌ 

„ Ṱʿ ʺכ◦ ρχẶ    

 ʿк˔иФйϱ ם

„ ◖ʿ  ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ ●ˣ̋ ẋ  Ὺ◓ˢ › ӾЀрЂиЌрЕ/ Ӿ●ˣ 

 
 

※実践コース４、５の日時につきましては、秋・冬の部として別途ご案内致します。 


